
年金積立金管理運用独立行政法人平成 26年度計画の変更（案）新旧対照表 

 

 

変 更 案 現  行 

 

第１ 年金積立金の管理及び運用に関する主要な事項 

 

１．～ ３． （略） 

 

４．年金積立金の管理及び運用における長期的な観点からの資産の構成

に関する事項 

 

（１）基本ポートフォリオ 

次の基本ポートフォリオに基づき、年金積立金の管理及び運用

を行う。 

なお、以下に定める基本ポートフォリオへ移行するまでの間、

乖離許容幅を超過することについては許容するものとする。 

 

 

 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 

資産構成割合 ３５％ ２５％ １５％ ２５％ 

乖離許容幅 ±１０% ±９% ±４% ±８% 

（注）運用体制の整備に伴い管理・運用されるオルタナティブ資産（イ

ンフラストラクチャー、プライベートエクイティ、不動産その他運

用委員会の議を経て決定するもの）は、リスク・リターン特性に応

じて国内債券、国内株式、外国債券及び外国株式に区分し、資産全

 

第１ 年金積立金の管理及び運用に関する主要な事項 

 

１．～ ３． （略） 

 

４．年金積立金の管理及び運用における長期的な観点からの資産の構成

に関する事項 

 

（１）基本ポートフォリオ 

次の基本ポートフォリオに基づき、年金積立金の管理及び運用

を行う。 

ただし、次期中期計画の基本ポートフォリオの見直しに着手す

ることから、乖離許容幅については運用委員会の意見を聴きつ

つ、弾力的に適用する。 

 

 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 短期資産 

資産構成割合 ６０％ １２％ １１％ １２％ ５％ 

乖離許容幅 ±８％ ±６％ ±５％ ±５％ － 
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変 更 案 現  行 

体の５％を上限とする。 

また、経済環境や市場環境の変化が激しい昨今の傾向を踏まえ、

基本ポートフォリオの乖離許容幅の中で市場環境の適切な見通し

を踏まえ、機動的な運用ができる。ただし、その際の見通しは、決

して投機的なものであってはならず、確度が高いものとする。 

 

（２） （略） 

 

５． （略） 

 

 

 

 

 

 

 

   

（２） （略） 

 

５． （略） 

 


